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イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ

ニ
オ
ン（
以
下
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
」

と
記
す
）
は
、
2
0
1
2
年
６
月
デ
ン
マ
ー

ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
結
成

大
会
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
2
0
1
6
年

10
月
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

に
お
い
て
第
２
回
世
界
大
会
を
開
催
し
た
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
い
て
、
結
成

大
会
以
降
の
４
年
間
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
金

属
労
連
）、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
（
国
際
化
学
エ
ネ
ル
ギ

ー
鉱
山
一
般
労
連
）、
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
（
国
際

繊
維
被
服
皮
革
労
組
同
盟
）
の
旧
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ

（
国
際
産
業
別
労
働
組
合
組
織
）
の
活
動
を

継
続
し
つ
つ
、
統
合
に
よ
る
相
乗
効
果
や
活

動
の
統
一
化
を
目
指
し
た
、
い
わ
ば
移
行
期

間
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
移
行
期
間
に
お
い
て
、
2
0
1
2
年

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
時
に
残
さ
れ
た

課
題
を
整
理
し
、
第
2
回
世
界
大
会
を
迎

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
第
２
回
世
界
大
会
に
向
け
た

主
な
課
題
と
経
過

1
2
0
1
2
年
６
月  

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
結
成
時
に
残
さ
れ
た
課
題

藤
冨	

健
一

金
属
労
協
／
J
C
M
事
務
局
次
長
・
国
際
局
長

　国際金属労連（ＩＭＦ）、国際化学エネルギー鉱山一般労連（Ｉ
ＣＥＭ）および国際繊維被服皮革労組同盟（ＩＴＧＬＷＦ）は、
世界中で産業労働者の共通の利益を代表するとともに、グローバ
ルな連帯の新時代を開き、多国籍企業との強力な対抗勢力を構築
し、人 を々最優先する新しい経済・社会モデルを求めて闘うために、
統一グローバル組織であるインダストリオール・グローバルユニオ
ンを結成することに合意する。

　３ＧＵＦの全加盟組織がインダストリオール傘下組合になる。

　インダストリオール結成大会は、指導部、意思決定機関および
部門別機構の全レベルでジェンダー・バランスに関する作業を継
続する必要があることを認識し、執行委員会に対し、2016年の第
2回大会に向けて必要な措置を講じるよう要請する。

　加盟組織は2013～2016年の年間加盟費納入レベルを少なく
とも維持し、移行期間中にインダストリオールの安定した財政を確
保すると同時に、インダストリオールの新しい加盟費制度を考案す
るために執行委員会が作業部会を設置することを約束する。

インダストリオール・グローバルユニオン結成に関する
ＩＭＦ、ＩＣＥＭおよびＩＴＧＬＷＦの政治的合意

コペンハーゲン、2012年６月19日

　

2
0
1
2
年
6
月
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
臨
時
大
会

を
開
催
し
、
そ
の
1
1
9
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ

ル
ユ
ニ
オ
ン
を
結
成
し
、
新
Ｇ
Ｕ
Ｆ
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
文
化

や
歴
史
、
活
動
内
容
が
異
な
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｉ

Ｃ
Ｅ
Ｍ
、
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
と
い
う
３
つ
の
Ｇ

Ｕ
Ｆ
が
合
併
し
一
つ
の
組
織
を
作
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
く
、
そ
の
統
合
に
向
け
た
過
程

に
お
い
て
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
間
で
意
見
が
対
立
し

た
。
結
成
時
に
は
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
結
成
に
関
す
る

政
治
的
合
意
」（
以
下
、「
政
治
的
合
意
」
と

記
す
）と
し
て
確
認
し
、
2
0
1
6
年
の
第

２
回
世
界
大
会
ま
で
を
事
実
上
の
「
移
行
期

間
」
と
し
て
位
置
づ
け
、こ
の
４
年
間
の
間
、

一
定
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
を
前
提
に
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
結
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
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第
2
回
世
界
大
会
ま
で
に
解
決
を
図
る

べ
き
と
さ
れ
た
主
な
課
題
は
次
の
３
点
で
あ

る
。

（
１
）
女
性
参
画

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
時
の
規
約
に

お
い
て
は
女
性
参
画
の
比
率
を
30
％
と
し

た
が
、
結
成
大
会
で
確
認
し
た
政
治
的
合
意

に
、「
指
導
部
、
意
思
決
定
機
関
お
よ
び
部

門
別
機
構
の
全
レ
ベ
ル
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ

ラ
ン
ス
に
関
す
る
作
業
を
継
続
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、執
行
委
員
会
に
対
し
、

2
0
1
6
年
の
第
2
回
大
会
に
向
け
て
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
請
す
る
」
と
の

文
言
を
盛
り
込
み
、
第
２
回
世
界
大
会
に
向

け
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る

議
論
を
継
続
す
る
と
共
に
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
諸
活
動
に
お
い
て
更
に
女
性
参
画
の

推
進
を
図
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
産
業
を

横
断
す
る
部
会
と
し
て
「
女
性
委
員
会
」
を

グ
ロ
ー
バ
ル
・
地
域
双
方
に
設
置
し
、
女
性

参
画
推
進
に
向
け
た
具
体
的
な
議
論
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）
加
盟
費

　

加
盟
費
に
つ
い
て
、
結
成
大
会
で
確
認

し
た
政
治
的
合
意
に
、「
加
盟
組
織
は
2
0

1
3
～
2
0
1
6
年
の
年
間
加
盟
費
納
入

レ
ベ
ル
を
少
な
く
と
も
維
持
し
、
移
行
期
間

中
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
安
定
し
た
財

政
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
の
新
し
い
加
盟
費
制
度
を
考
案
す
る

た
め
に
執
行
委
員
会
が
作
業
部
会
を
設
置

す
る
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
の
文
言
を
盛

り
込
ん
だ
。

　

結
成
時
の
規
約
で
は
、
基
本
年
次
加
盟

費
を
一
人
あ
た
り
1
・
10
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
と

設
定
し
た
が
、
2
0
1
6
年
ま
で
の
移
行

期
間
に
お
い
て
、
加
盟
組
織
は
2
0
1
3

～
2
0
1
6
年
の
年
間
加
盟
費
納
入
レ
ベ

ル（
一
人
あ
た
り
年
次
加
盟
費
の
み
な
ら
ず
、

全
体
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
お
い
て
も
同
様
）
を
少

な
く
と
も
維
持
す
る
と
し
、
統
合
前
ま
で
に

実
施
し
て
き
た
旧
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
活
動
が
事
実

上
担
保
さ
れ
る
事

と
な
っ
た
。統
合
後
、

執
行
委
員
会
の
下
に

「
加
盟
費
制
度
作
業

部
会
」を
立
ち
上
げ
、

新
加
盟
費
水
準
・
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
構
築

に
向
け
た
議
論
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

尚
、2
0
1
3
年

か
ら
2
0
1
6
年
の

移
行
期
間
に
お
け

る
旧
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
そ
れ

ぞ
れ
の
基
本
年
次
加

盟
費
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

（
３
）
執
行
委
員
の
定
数

　

結
成
大
会
当
日
ま
で
持
ち
越
し
た
、
最
大

の
対
立
案
件
が
、「
執
行
委
員
の
定
数
」
で

あ
る
。

　

執
行
委
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
民
主

的
で
実
質
的
な
議
論
を
通
じ
た
意
思
決
定

や
、
財
政
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
Ｊ
Ｃ

Ｍ
（
当
時
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−Ｊ
Ｃ
）
含
む
Ｉ
Ｍ
Ｆ

加
盟
組
織
は
執
行
委
員
数
40
名
を
主
張
し

た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
が
多
様
な
意
見
の
集
約

を
求
め
、
定
員
増
を
主
張
し
た
。
最
終
的

に
は
、
規
約
上
に
執
行
委
員
定
数
40
名
を

規
約
に
明
記
す
る
も
の
の
、2
0
1
6
年
ま

で
の
次
回
世
界
大
会
ま
で
の
移
行
期
間
の
4

年
間
は（
暫
定
的
に
）60
名
と
す
る
こ
と
で

合
意
し
た
。

　

地
域
へ
の
執
行
委
員
枠
の
配
分
は
公
平

で
透
明
性
が
高
い
加
盟
費
納
入
比
を
基
準

に
割
り
当
て
た
が
、
中
南
米
・
カ
リ
ブ
海

地
域
が
大
幅
な
増
員
（
４
↓
６
名
）
を
要
求

し
た
た
め
、
結
成
大
会
当
日
ま
で
混
乱
し
、

結
成
大
会
で
は
一
時
、
中
南
米
・
カ
リ
ブ
地

域
が
大
会
会
場
を
退
出
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
結
成
大
会
に
お
い
て
は
最
終
的
に
執
行

委
員
会
預
か
り
と
し
、
2
0
1
2
年
末
の
執

行
委
員
会
に
向
け
た
解
決
を
図
る
こ
と
で

合
意
し
た
。

2

2
0
1
6
年
10
月
第
２
回
世
界
大
会
に
向
け
た

最
終
盤
に
お
け
る
主
な
議
論
の
ポ
イ
ン
ト

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
大
会
以
降
、

女
性
参
画
に
つ
い
て
は
「
女
性
委
員
会
（
グ

ロ
ー
バ
ル
・
地
域
）」、
ま
た
加
盟
費
に
つ
い

て
は
「
加
盟
費
制
度
作
業
部
会
」
を
中
心

に
議
論
さ
れ
た
。
2
0
1
4
年
12
月
執
行

委
員
会
に
お
い
て
、
よ
り
議
論
を
深
め
る
べ

く
、「
規
約
委
員
会
」「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

委
員
会
」
と
い
う
二
つ
の
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
代

表
と
し
て
、
規
約
委
員
会
（
座
長
：
ホ
ル
ス

ト
・
ム
ン
ド
／
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
国
際
局
長
）
に

は
相
原
康
伸
・
Ｊ
Ｃ
Ｍ
議
長
、
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
委
員
会
（
座
長
：
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・

ラ
ー
マ
ン
／
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
国
際
局
）
に
は
岸

本
薫
・
電
力
総
連
会
長
が
委
員
と
な
り
、

2
0
1
5
年
５
月
よ
り
両
委
員
会
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。執
行
委
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、

こ
の
「
規
約
委
員
会
」
に
お
い
て
議
論
す
る

旧ＩＭＦ：  1.10スイスフラン／人・年
旧ＩＣＥＭ：  2.94スイスフラン／人・年
旧ＩＴＧＬＷＦ：  各国の繊維・衣料労働者の給料に基づく

＊１スイスフラン＝約112円（2016 年11月末時点）
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こ
と
と
な
っ
た
。

　

2
0
1
5
年
12
月
執
行
委
員
会
に
お
い

て
、
2
0
1
6
年
10
月
の
第
２
回
世
界
大
会

ま
で
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
提
示
さ
れ

た
。
加
盟
組
織
毎
に
現
行
の
規
約
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
に
対
す
る
意
見
を
2
0
1
6
年

２
月
末
ま
で
に
提
出
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
本
部
で
意
見
集
約
し
た
上
で
、
４
月
に
は

規
約
委
員
会
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
委
員
会

を
単
独
開
催
し
、
５
月
の
執
行
委
員
会
に
お

い
て
最
終
改
正
案
を
確
認
す
る
、
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
改
正
案
は
、
当
初

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
、
2
0
1
6
年
５
月
の

執
行
委
員
会
で
素
案
が
確
認
さ
れ
た
が
、
規

約
に
関
し
て
は
特
に
女
性
参
画
の
項
に
つ
い

て
折
り
合
わ
ず
持
ち
越
し
、
世
界
大
会
直

前
ま
で
調
整
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
2
0
1
6
年
２
月
の
意
見
提

出
に
あ
た
り
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
執
行
委
員
会
・
各
種
会
議
に
お
け

る
発
言
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
各
種
活

動
へ
の
参
画
等
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
踏

ま
え
原
案
を
作
成
す
る
と
共
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の

機
関
会
議
や
国
際
委
員
会
を
通
じ
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ

加
盟
５
産
別
の
意
見
の
と
り
ま
と
め
を
実
施

し
た
。

　

最
終
盤
に
お
け
る
主
な
議
論
の
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
3
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
地
域
活
動
の
重
要
性
と
地
域

活
動
の
充
実
に
資
す
る
環
境
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
、
2
0
1
6
年
２
月
末
の
時
点

で
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
意
思
決
定
の

効
率
化
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
保
と
、
効
果
的

な
活
動
展
開
」
と
い
う
観
点
で
、
次
の
意
見

を
表
明
し
た
。

　

①
「
執
行
委
員
会
の
運
営
・
規
模
」
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
、
結
成
大
会
に
お
け
る
議

論
経
過
を
踏
ま
え
、
執
行
委
員
会
に
お
け
る

民
主
的
・
実
質
的
な
深
い
議
論
の
実
施
、
財

政
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
現
行
規
約
の
維

持
（
40
名
）
を
主
張
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
状
の
運
用
（
60
名
）
で
も
効
率
的
な
議
論

が
で
き
て
お
り
、む
し
ろ
よ
り
多
く
の
地
域・

国
の
代
表
性
を
維
持
す
べ
き
と
い
う
意
見
が

大
勢
を
占
め
、
最
終
的
に
は
旧
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟

組
織
で
さ
え
「
執
行
委
員
数
を
40
名
と
す

る
の
が
理
想
だ
が
、
現
実
的
に
厳
し
い
」
と

の
声
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

議
論
の
過
程
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
、
40

名
に
拘
り
な
が
ら
、
執
行
委
員
会
の
議
論
を

よ
り
深
め
、
本
部
・
地
域
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
運
営
委
員
会
（
い
わ
ゆ
る

三
役
会
議
）
の
設
置
を
提
示
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
の
経
験
か
ら
、
運
営
委
員

会
が
調
整
で
は
な
く
実
質
的
な
意
思
決
定

の
場
と
な
っ
て
し
ま
い
執
行
委
員
会
が
形

骸
化
す
る
、
運
営
委
員
会
に
参
加
し
て
い
な

い
加
盟
組
織
の
不
満
が
高
ま
る
等
の
懸
念

が
表
明
さ
れ
、
設
置
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

執
行
委
員
会
の
定
数
は
、
最
終
的
に
、
現

状
の
運
用
と
同
様
の
60
名
と
な
り
Ｊ
Ｃ
Ｍ

主
張
通
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ

れ
ら
の
議
論
を
通
じ
、「
本
部
と
地
域
の
連

携
の
重
要
性
」「
執
行
委
員
会
に
お
け
る
運

営
方
法
や
、
効
率
的
な
議
論
の
進
め
方
」
に

関
す
る
認
識
が
深
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　

②
「
本
部
・
地
域
の
関
係
（
連
携
、
地
域

主
体
等
）」
は
、
①
と
同
様
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
か
ら

の
課
題
提
起
に
基
づ
く
議
論
を
通
じ
、
そ
の

重
要
性
に
関
す
る
理
解
が
浸
透
し
た
点
で
あ

る
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
、
こ
の
考
え
を
掲
げ
た
理
由

と
し
て
、
⒜
地
域
特
有
の
課
題
解
決
に
は
、

加
盟
組
織
・
現
場
に
近
い
活
動
の
充
実
が
不

可
欠
で
あ
る
、
⒝
そ
の
課
題
解
決
に
は
、
地

域
事
務
所
が
担
っ
て
い
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
発
展
的
に
整
理
、
統
合
し
、
限
り
あ

る
地
域
の
資
源
を
有
効
に
活
か
す
必
要
が

あ
る
、
⒞
地
域
の
メ
ン
バ
ー
の
よ
り
一
層
の

参
加
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
づ
く
り
と
そ
の
進
捗
管
理
を
全
員
で
行

い
、
課
題
を
解
決
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
、

①
執
行
委
員
会
の
運
営
・
規
模
に
つ

い
て
、
2
0
1
6
年
以
降
の
執
行
委

員
の
定
数
は
40
名
と
す
べ
き
。
ま
た
、

執
行
委
員
会
の
運
営
は
、
厳
格
・
厳
密

に
す
べ
き
。（
定
足
数
、採
決
、投
票
権
、

発
言
権
等
）。

②
本
部
・
地
域
機
構
に
つ
い
て
、
本
部

機
構
を
ス
リ
ム
化
し
、
地
域
機
構
を

充
実
す
べ
き
。
地
域
の
運
営
、
本
部

に
よ
る
予
算
管
理
の
構
造
を
変
更
す

べ
き
。
本
部
主
導
の
地
域
事
務
所
の

運
営
・
予
算
管
理
を
、
地
域
事
務
所

に
主
体
性
・
権
限
を
持
た
せ
、
地
域
執

行
委
員
・
加
盟
組
織
と
密
接
に
連
携

し
、
活
動
を
推
進
す
る
べ
き
。

2016年4月規約委員会（スイス・ジュネーヴにて開催）
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の
３
点
を
掲
げ
た
。

　

こ
の
見
解
は
、
2
0
1
6
年
1
月
に
日
本

で
開
催
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
執
行
委
員

会
で
の
議
論
も
踏
ま
え
た
も
の
で
も
あ
り
、

最
終
的
に
は
、「
地
域
組
織
の
役
割
の
明
確

化
、
優
先
順
位
づ
け
」「
地
域
事
務
所
の
役

割
の
明
確
化
」「
地
域
事
務
所
と
議
長
の
連

携
強
化
」
の
観
点
が
規
約
に
盛
り
込
ま
れ
、

本
部
・
地
域
と
の
連
携
強
化
の
観
点
で
は
、

新
設
の
項
と
し
て
副
会
長
を
「
各
地
域
の
代

表
」（
2
0
1
6
年
ま
で
は
旧
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の

代
表
）
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
２
）	女
性
の
代
表
制
確
保
に

	

つ
い
て

　

女
性
参
画
に
つ
い
て
は
、
産
業
、
地
域
・

国
に
よ
る
課
題
や
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加

盟
組
織
の
参
画
度
合
い
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
意
見
調
整
に
多
く
の
時
間
を
要

し
、
世
界
大
会
前
日
の
執
行
委
員
会
ま
で

難
航
し
た
。
Ｇ
７
・
Ｇ
20
等
世
界
各
国
に
お

け
る
女
性
参
画
推
進
の
機
運
の
高
ま
り
も
あ

り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
い
て
も
女

性
参
画
を
更
に
推
進
す
べ
き
、
と
い
う
観
点

か
ら
、女
性
参
画
比
率
を
30
％
か
ら
40
％
に

引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
概
ね
合
意
が

得
ら
れ
て
い
た
。
最
終
盤
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
40
％
に
拘
束
力
を
持
た
せ
る
か
、
目
標
値

と
す
る
か
」
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
世
界
大

会
前
日
の
執
行
委
員
会
に
お
い
て
「
40
％
を

目
標
値
」
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

こ
の
女
性
参
画
比
率
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
議
論
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

①
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
を
取
り
巻
く

環
境
⋮
⋮
他
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン

の
動
向

　

他
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
の
女
性
参
画

の
状
況
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。
表
現
、

実
現
手
法
は
異
な
る
も
の
の
概
し
て
40
％
超

が
主
流
で
あ
る
と
言
え
る
。

Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
（
国
際
労
働
組
合
総
連
合
）

代
議
員
の
半
数
を
女
性
。
比
率
が
達
成
で

き
な
い
場
合
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
あ
り
。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
（
ユ
ニ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
）

意
思
決
定
機
関
、
諸
会
議
へ
の
代
議
員
構

成
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
性
も
40
％
を
獲

得
す
る
こ
と
を
目
標
。

Ｉ
Ｕ
Ｆ（
国
際
食
品
関
連
産
業
労
働
組
合
連

合
会
）

意
思
決
定
機
関
及
び
あ
ら
ゆ
る
Ｉ
Ｕ
Ｆ
活

動
に
お
い
て
40
％
の
代
表
制
を
下
回
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

　インダストリオール・アジア太平洋地域女性会議は、2014 年 5月14日、
バンコクで開催され、職場における安全、不安定労働と組織化、母性保護、
女性のリーダーシップ等、我々の産業における女性労働者に関わる様々な重要
課題を議論した。

（略）

　インダストリオール結成 3GUFの政治的合意がジェンダー・バランスを重要
視し、執行委員会に対し、女性代表を促進するために直ちに運営の措置を確立
するとともに、2016 年の第 2回インダストリオール大会で規約の修正を可能
にするために必要なすべての措置を講じるよう指示していることに留意し、イン
ダストリオール活動における女性の代表性を向上する方法を検討する作業部会
の設置を歓迎する。インダストリオールの機構のあらゆるレベルにおける十分な
女性の代表性と女性のリーダーシップの向上なくして、インダストリオールの活
動は真の意味で労働者の課題にとって意義あるものとはなり得ない。
　女性会議における活発な議論を経て、我々はこの女性に関する決議をインダ
ストリオール・アジア太平洋地域大会に提出し、とりわけ以下の課題についてイ
ンダストリオールおよび加盟組合がさらに具体的な行動を取るよう求める。

（略）

女性のリーダーシップ

　我々はインダストリオールに対し、その組織内のあらゆるレベルにおいて、ま
た加盟組織においてジェンダーの平等が達成されるために取り組むよう求める。
　その達成に向けた重要な一歩として、大会、執行委員会および会長、副会
長、書記長、書記次長を含めた指導者すべてのレベルにおいて、また、すべて
の訓練及び一般的能力開発研修及びすべてのインダストリオールの活動におい
て、最低 40％の女性代表という割り当てを設けるよう規約の改正を求める。産
業部門では、男女それぞれ1名ずつの共同議長を置く必要がある。
  女性の参加促進に関する作業部会は、加盟組織との議論を通じて、この割り
当てを達成するための方法を検討する。

女性に関する決議
インダストリオール・アジア太平洋地域女性会議

（2014年5月14日、バンコク）
※「女性のリーダーシップ」に関わる箇所のみ抜粋
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女
性
参
画
推
進
の
必
要
性
は
理
解
す

る
も
の
の
、
各
加
盟
組
織
に
お
け
る
実

態
把
握
の
努
力
の
継
続
、
数
値
の
議

論
の
み
な
ら
ず
具
体
的
な
活
動
・
運

動
も
議
論
す
べ
き

②
2
0
1
4
年
５
月　

ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
大
会
に
お
け
る
議
論
（
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
）

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
規
約
で
は
「
各

地
域
が
地
域
組
織
を
設
置
す
る
事
が
出
来

る
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
で
は
、
年
に
2
回
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
執
行
委
員
会
」（
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
議

長
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
議
長
）
開
催
し
、4
年
に
1
回
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
全
加
盟
組
織
が
参
加

す
る
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
大
会
」
を
開
催

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て

は
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
女
性
委
員
会
」

（
～
2
0
1
6
年
ま
で
、
議
長
＝
郷
野
晶
子・

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
、
副
議
長
＝
ワ
テ
ィ
・
ア
ン

ワ
ル
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
金
属
労
連
（
Ｆ
Ｓ
Ｐ

Ｍ
Ｉ
））
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

2
0
1
4
年
5
月
15

−

16
日
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
結
成
後
第
1
回
目
と
な
る
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
大
会
（
大
会
議
長
は
西
原

浩
一
郎
／
前
Ｊ
Ｃ
Ｍ
議
長
）
を
、
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
で
開
催
し
た
。

　

地
域
大
会
前
日
の
5
月
14
日
、
第
1
回
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
女
性
会
議
が
開
催
さ
れ
、

「
安
全
な
雇
用
、
尊
厳
の
あ
る
仕
事
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

女
性
会
議
に
お
い
て
、「
女
性
に
関
す
る
決

議
」
の
採
択
に
関
す
る
議
論
が
あ
っ
た
。
Ｊ

Ｃ
Ｍ
代
表
団
は
、
決
議
の
「
最
低
40
％
の
女

性
代
表
と
い
う
割
り
当
て
を
設
け
る
よ
う
規

約
の
改
正
を
求
め
る
」
と
い
う
文
言
に
つ
い

て
、「
ま
ず
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加
盟
組

織
の
女
性
参
画
の
現
状
と
課
題
の
把
握
を

す
る
べ
き
で
あ
る
。
3
割
も
達
成
さ
れ
て
い

な
い
状
況
下
で
4
割
を
目
指
す
と
い
っ
た
数

値
の
議
論
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
女
性
幹

部
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

べ
き
で
あ
る
」
と
の
立
場
か
ら
、
決
議
採
択

に
当
た
り
反
対
票
を
投
じ
た
が
、
最
終
的
に

は
前
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
内
容
で
多
数
決
で

採
択
さ
れ
た
。

③
2
0
1
5
年
９
月

　

世
界
女
性
会
議
に
お
け
る
議
論

　
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
）

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
製

造
業
で
働
く
女
性
労
働
者
の
諸
課
題
と
そ
の

解
決
に
向
け
た
議
論
を
行
う
た
め
に
「
グ

ロ
ー
バ
ル
女
性
委
員
会
」（
議
長
＝
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
ナ
・
オ
リ
ビ
エ
／
南
ア
フ
リ
カ
全
国
金

属
労
組
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）、
副
議
長
＝
グ
ウ
ェ

ン
・
フ
ァ
レ
ル
／
カ
ナ
ダ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
）
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
年
２
回
、
執
行
委
員
会
開

催
時
に
、
各
地
域
の
女
性
執
行
委
員
、
女
性

代
表
が
参
集
し
て
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

　

2
0
1
5
年
9
月
14
日
～
16
日
に
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
で
初
の
「
世
界

女
性
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本
含
む
60
カ

国
の
加
盟
組
織
か
ら
約
3
0
0
人
が
参
加

し
、
安
全
衛
生
・
暴
力
・
母
性
保
護
・
持
続

可
能
性
等
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
。

　

こ
の
時
点
に
お
け
る
女
性
参
画
に
関
す
る

各
地
域
の
議
論
状
況
・
ス
タ
ン
ス
は
異
な
っ

て
お
り
、
40
％
を
地
域
大
会
等
で
決
議
し
て

い
た
の
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
ア
フ
リ
カ
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
地
域
で
あ
っ

た
。
欧
米
で
は
、
地
域
大
会
に
お
け
る
決
議

は
な
い
も
の
の
、
ま
ず
女
性
参
画
30
％
を
達

成
し
て
か
ら
女
性
参
画
比
率
に
つ
い
て
議

論
す
べ
き
、
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て

い
た
。

　

会
議
で
は
2
0
1
2
年
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
結
成
時
に
確
認
さ
れ
た
政
治
的
合
意

に
基
づ
き
、
女
性
参
画
の
取
り
組
み
を
前
進

さ
せ
る
た
め
、
第
2
回
世
界
大
会
に
提
起

す
る
決
議
案
を
採
択
し
た
。
決
議
案
の
内

容
は
右
記
の
通
り
、
現
行
規
約
で
30
％
の
女

性
参
画
を
40
％
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
達
成
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
具
体

的
な
方
策
な
ど
は
、
新
た
に
設
置
し
た
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
委
員
会
（
各
地
域
の
女
性
代
表

で
構
成
）
が
議
論
し
、
規
約
委
員
会
、
執

行
委
員
会
へ
提
案
す
る
事
と
し
た
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
女
性
委
員
会
の
共
同
議
長
は
、

第
２
回
世
界
大
会
以
降
は
地
域
で
輪
番
制

と
す
る
こ
と
も
決
め
、
次
期
共
同
議
長
を

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
か
ら
選
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

④
最
終
盤
に
お
け
る
議
論

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
は
、
2
0
1
6
年
２
月
末

の
意
見
提
出
に
お
い
て
、
過
去
の
対
応
を
踏

ま
え
、
次
の
ス
タ
ン
ス
で
、
最
終
盤
に
臨
む

こ
と
と
し
た
。

　

世
界
女
性
会
議
以
降
、2
0
1
6
年
4
月

に
開
催
し
た
規
約
委
員
会
、
5
月
に
開
催
し

た
女
性
委
員
会
・
執
行
委
員
会
で
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
委
員
会
提
案
の
規
約
改
正
案
を

議
論
し
た
が
、
女
性
参
画
40
％
に
拘
束
力

を
持
た
せ
る
か
、
目
標
値
と
す
る
か
で
議

論
が
紛
糾
し
、
世
界
大
会
直
前
ま
で
の
調

整
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

2
0
1
6
年
８
月
～
９
月
に
か
け
て
の
女

性
委
員
会
・
規
約
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
数
度
に
亘
る
S
k
y
p
e
会
議
を
通
じ
、

最
終
的
に
は
、
女
性
委
員
会
を
産
業
横
断

部
会
で
な
く
常
設
委
員
会
と
す
る
こ
と
と

併
せ
、「
女
性
参
画
40
％
を
目
標
値
」
と
す

る
こ
と
で
決
着
し
、
第
２
回
世
界
大
会
に

お
い
て
は
一
つ
の
規
約
改
正
の
提
案
と
な
っ

た
。

　

第
２
回
世
界
大
会
に
お
い
て
は
、
袈
裟
丸
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　インダストリオール世界女性会議は、インダストリ
オールが女性の代表改善に取り組むという2012 年
インダストリオール結成大会での政治的合意に留意
した。現在、インダストリオール執行委員の3 分の1、
すなわち60 人中 20 人が女性である。
　2014 年に開催されたラテン・アメリカ、アジア太平
洋およびサハラ以南アフリカの地域大会で、インダス
トリオール指導部において女性の参加・代表の割り
当てを40％に引き上げる案が承認された。
　本会議は、インダストリオールの規約に女性の代
表割合40％を盛り込むべきこと、および大会、執行
委員会、財政委員会、会計監査委員会、選出役員（会
長・副会長、書記長・書記次長）、部門指導部をはじ
め、インダストリオール意思決定機関の全レベルにお
いて平等な女性の代表性を目標とすることを支持す
る。これは単なる数字の問題であるのみならず、組織
機構転換の問題でもある。労働組合運動を転換しよ
うとするなら女性に組合参加を奨励する必要があり、
惹きつけるべき組合員を反映してこそ、その実現の可
能性が高まる。女性は参加することによって変化をも
たらすことが出来ると感じる必要がある。
　本会議は女性委員会に対し、2016 年にブラジルで
開催されるインダストリオール大会までに実施すべき
戦略の策定を義務づける。その目的は、インダストリ
オール指導部において女性の代表を促進し、インダス
トリオールからインダストリオールが代表している分野
に至るすべての権限分野において、女性が質の高い
リーダーシップを提供できるようにすることである。イ
ンダストリオールは、民主的なプロセス、特に意思決
定に女性を組み入れることによって、労働組合におけ
る男女平等の文化を育む必要がある。
　したがって、女性会議はインダストリオール執行委
員会および規約作業部会に対し、40％の目標を達成
するため、あらゆる可能性を検討するよう求める。
　さらにインダストリオールは、女性の権利を擁護し、
女性に対する暴力と闘い、母性保護の権利を保障
するために、引き続きキャンペーンその他の行動を行
っていく。

　インダストリオールは割り当てに加えて、すべての
大陸で女性の戦略的能力を強化するプログラムを実
施することを目的に、必要な資源に裏打ちされた行
動計画を策定し、すべての代表プロセスと交渉分野
で女性が戦略的かつ効果的に行動を起こせるように
する。
　ジェンダー政策は付け足しと考えてはならず、労働
組合が当事者意識をもって策定しなければならない。
女性が組合員になるだけではなく、組織の指導者に
もなることが重要である。これは最終的に実現しなけ
ればならず、もはや単なる願望に終わらせてはならな
い。
　本会議は、さまざまな部門・地域を反映するタスク
フォースを緊急に設置することを支持する。このタス
クフォースは、規約作業部会および執行委員会で検
討するために、この決議に盛り込まれた措置の実施
に関する具体案を策定する。2015 年12 月に最初の
提案に検討を加え、規約作業部会の活動期間全体
を通じてさらに開発・討議していく。

世界女性会議
オーストリア・ウィーン 2015年9月

決　議

世界女性会議の模様
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一人当たり加盟費／年 加盟費総収入
1.20ＣＨＦ 1,215万 3,725ＣＨＦ

1.30ＣＨＦ 1,316万 6,535ＣＨＦ

1.40ＣＨＦ 1,417万 9,345ＣＨＦ

・
一
人
あ
た
り
の
加
盟
費
水
準
は
、
一
つ

の
数
字
に
収
斂
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
で
支
出
削
減
に
努

力
し
て
き
た
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
統
合
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果

を
最
大
限
発
揮
す
べ
く
、
更
な
る
削
減

努
力
を
継
続
す
べ
き
。

・
加
盟
組
織
は
、
決
め
ら
れ
た
加
盟
費
を

約
束
通
り
支
払
う
た
め
に
相
応
の
努
力

を
す
る
べ
き
。
ま
た
、
加
盟
組
織
は
決

め
ら
れ
た
加
盟
費
を
、
決
め
ら
れ
た
手

続
き
に
よ
っ
て
支
払
う
こ
と
で
、
透
明

常
任
幹
事
（
基
幹
労
連
中
央
執
行
委
員
）
よ

り
「
女
性
参
画
率
を
40
％
と
す
る
こ
と
は
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
諸
活
動
に
お
け

る
多
様
性
を
高
め
、
組
織
力
の
強
化
と
労
働

者
の
権
利
擁
護
な
ど
私
た
ち
が
求
め
る
運
動

に
資
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
実
態
把
握
を
行

い
、
加
盟
組
織
や
地
域
、
国
の
実
情
に
基
づ

い
た
具
体
策
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
本
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
期
待
す
る
」
と
、
意
見
表
明
を
し
た
。

（
３
）	財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
は
、
2
0
1
6
年
２
月
末

の
意
見
提
出
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
議
論

経
過
を
踏
ま
え
、
次
の
ス
タ
ン
ス
で
、
最
終

盤
に
臨
む
こ
と
と
し
た
。	

　

特
に
、
加
盟
費
水
準
に
つ
い
て
は
、「
現

状
の
1
・
1
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
を
維
持
す
べ
き
」

と
の
ス
タ
ン
ス
を
堅
持
し
、
最
終
盤
ま
で
粘

り
強
く
意
見
反
映
を
行
っ
て
き
た
。
た
だ
、

1
・
1
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
で
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
の
現
状
レ
ベ
ル
の
活
動
が
全
く
維
持

で
き
な
い
こ
と
か
ら
固
執
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
加
盟
費
制
度
作
業
部
会
に
お
け
る
議

論
や
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
本
部
・
主
要

国
と
の
情
報
交
換
を
通
じ
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
の
コ
ス
ト
削
減
努
力
の
継
続
や
激
変

緩
和
措
置
（
増
加
幅
は
前
年
比
最
大
５
％

等
）
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
等
を
受
け
、

最
終
的
に
は
1
・
28
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
で
の
統

一
に
賛
同
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

以
下
に
議
論
経
過
を
記
し
た
い
。

①
2
0
1
2
年
12
月
～

　

加
盟
費
制
度
作
業
部
会
に
お
け
る
議
論

　

結
成
大
会
以
降
、
加
盟
費
制
度
作
業
部

会
（
議
長
：
ア
ル
ベ
・
バ
ッ
ケ
／
北
欧
産
業

労
連
前
会
長
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
議
長
は
委
員
）
が
設

置
さ
れ
、
継
続
的
に
議
論
を
し
て
き
た
。

　

2
0
1
4
年
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
ま

ず
、
2
0
1
3
年
活
動
実
績
を
も
と
に
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
活
動
に
必
要
な
年

間
予
算
額
を
議
論
し
、
1
5
0
0
万
ス
イ

ス
フ
ラ
ン
と
の
試
算
を
打
ち
出
し
た
。
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
旧
Ｉ
Ｍ
Ｆ
資
産
で
あ

る
不
動
産
か
ら
年
間
1
0
0
万
ス
イ
ス
フ

ラ
ン
、
株
か
ら
年
間
50
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
の

投
資
収
入
が
あ
り
、「
年
間
加
盟
費
収
入
は

1
3
5
0
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
を
超
え
る
必
要

は
な
い
」
と
い
う
目
線
が
提
示
さ
れ
た
。

　

2
0
1
5
年
５
月
の
作
業
部
会
に
お
い
て

は
、
2
0
1
4
年
に
実
施
し
た
全
加
盟
組
織

に
対
す
る
加
盟
組
織
人
員
調
査
の
結
果
を
受

け
、
加
盟
費
納
入
上
位
60
の
高
額
納
入
組
合

が
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加
盟
費
収
入
総

額
の
90
％
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
上
位
60
組

織
の
回
答
に
基
づ
き
、
左
記
の
通
り
、
新
加

盟
費
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
第
1
次
草
案
が
提

示
さ
れ
た
。

　

加
盟
費
納
入
グ
ル
ー
プ
を
、
現
行
の
Ｇ

Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
を
ベ
ー
ス
に
し
た
６

グ
ル
ー
プ
か
ら
Ｇ
Ｎ
Ｉ（
国
民
総
所
得
）
に

基
づ
い
た
13
グ
ル
ー
プ
へ
と
変
更
し
、
上
位

グ
ル
ー
プ
へ
上
が
っ
た
時
の
加
盟
費
の
最
大

上
昇
率
を
現
行
の
40
％
か
ら
10
％
へ
引
き
下

げ
、
加
盟
組
織
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
案

が
提
示
さ
れ
た
。

②
2
0
1
5
年
８
月
～

　

加
盟
費
ミ
ニ
作
業
グ
ル
ー
プ
に

　

お
け
る
議
論

　

更
に
、
次
期
加
盟
費
に
関
し
て
の
議
論
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
2
0
1
5
年
８
月

に
加
盟
費
ミ
ニ
作
業
グ
ル
ー
プ
を
開
催
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
Ｉ
Ｆ
メ
タ
ル
、
北
欧
産
業
労

連
、
北
米
Ｕ
Ｓ
Ｗ
（
全
米
鉄
鋼
労
組
）、
に

加
え
、
日
本
か
ら
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
も
そ
の
メ
ン
バ

ー
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
2
0
1
5
年
８

月
、
11
月
に
議
論
を
実
施
し
た
。

　

2
0
1
5
年
12
月
の
加
盟
費
制
度
作
業

部
会
で
は
、
次
の
通
り
全
体
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
提
示
が
な
さ
れ
、
加
盟
費
水
準

以
外
は
執
行
委
員
会
に
お
い
て
も
合
意
が

得
ら
れ
、
加
盟
費
制
度
作
業
部
会
と
し
て

は
一
定
の
役
割
を
終
え
た
。

　

加
盟
費
水
準
に
つ
い
て
は
、「
計
算
上
の

■インダストリオール新加盟費シミュレーション第一次草案

性
を
確
保
す
べ
き
。

・
激
変
緩
和
措
置
・
為
替
変
動
に
対
す
る

措
置
つ
い
て
、
継
続
的
に
検
討
す
べ
き
。
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以
上
の
議
論
経
過
を
経
て
、
2
0
1
6
年

10
月
の
第
２
回
世
界
大
会
に
お
い
て
、
具
体

的
に
は
規
約
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
い
う

形
で
確
認
が
な
さ
れ
た
。
意
見
調
整
の
最
終

盤
に
お
い
て
は
、
地
域
や
各
Ｇ
Ｕ
Ｆ
・
組
織

の
思
惑
が
交
差
す
る
中
、
規
約
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
双
方
の
議
論
に
相
当
な
時
間
・
労

力
が
費
や
さ
れ
た
結
果
、
世
界
大
会
に
お
け

る
一
つ
の
提
案
に
至
り
、
参
加
者
全
員
で
の

最
終
確
認
が
な
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
第
２
回
世
界

大
会
以
降
、
イ
ェ
ル
ク
・
ホ
フ
マ
ン
新
会
長
、

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
サ
ン
チ
ェ
ス
新
書
記
長
を
始

め
と
す
る
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
移
行

期
間
を
終
え
、
本
格
稼
働
の
フ
ェ
ー
ズ
を
迎

え
る
。
旧
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
垣
根
が
ま
だ
高
か
っ

た
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
と
は
異
な
り
、
加
盟

費
も
統
一
さ
れ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も
承

認
さ
れ
た
今
、
更
に
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
垣
根
を
低

く
し
、
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
2
0
1
7
年
１
月
、

金
属
労
協
／
Ｊ
Ｃ
Ｍ
、
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
が
所
属
す
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・

Ｊ
Ａ
Ｆ
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
日
本
加
盟
３
組
織
の
国
際
機
能
の
窓

口
機
能
の
一
本
化
を
中
心
に
、「
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
日
本

加
盟
組
織
協
議
会
」
を
設
立
し
た
。
日
本
全

体
と
し
て
も
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
活

動
に
対
し
貢
献
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
世
界
大
会
は
一
つ
の
節
目
で
は
あ

り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
と
し
て
の
活
動

は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
く
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
、

先
に
記
載
し
た
課
題
を
認
識
し
つ
つ
、
こ
の

第
２
期
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
諸
会
議
・
諸
活
動
に
積
極
的
に

参
画
し
、「
更
な
る
統
合
と
改
革
の
推
進
」
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

3

今
後
に
向
け
て

・
加
盟
費
グ
ル
ー
プ
数
を
現
行
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ

に
基
づ
く
６
グ
ル
ー
プ
か
ら
Ｇ
Ｎ
Ｉ
に

基
づ
く
13
グ
ル
ー
プ
に
変
更
す
る

・
新
加
盟
費
水
準
に
つ
い
て
1
・
28
ス
イ

ス
フ
ラ
ン
を
提
案
す
る

・
新
加
盟
費
へ
の
移
行
期
間
と
し
て
４
年

間
（
１
大
会
期
間
）
を
設
置
す
る
。

・
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
移
行
期
間
に

お
い
て
は
、
新
加
盟
費
水
準
が
現
行
加

盟
費
水
準
よ
り
増
額
す
る
組
合
は
最
大

で
前
年
比
５
％
、
減
額
す
る
組
合
は
最

大
で
前
年
比
20
％
と
す
る
。

2
0
1
5
年
12
月

加
盟
費
制
度
作
業
部
会
に
提
示
さ

れ
た
主
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

加
盟
費
収
入
と
し
て
は
1
3
0
0
万
ス
イ
ス

フ
ラ
ン
を
維
持
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
」
と

し
、
1
・
28
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
た

が
、「
Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
こ
の
水
準
を
受
け
る

段
階
に
至
っ
て
な
い
」
と
い
う
意
見
を
表
明

し
た
結
果
、
最
終
的
に
2
0
1
6
年
５
月

執
行
委
員
会
ま
で
の
継
続
議
論
と
な
っ
た
。

③
2
0
1
6
年
５
月

　

執
行
委
員
会
と

　

そ
れ
以
降
に
お
け
る
議
論

　

2
0
1
6
年
に
入
り
、
加
盟
費
に
関
す

る
議
論
も
大
詰
め
を
迎
え
た
。
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
本
部
・
各
加
盟
組
織
と
同
様
に
、

Ｊ
Ｃ
Ｍ
内
部
に
お
い
て
も
、
各
種
機
関
会
議

に
お
い
て
2
0
1
5
年
12
月
執
行
委
員
会

に
お
け
る
議
論
結
果
を
共
有
す
る
と
同
時

に
、
意
見
調
整
を
図
っ
た
。
S
k
y
p
e
・

メ
ー
ル
を
通
じ
関
係
す
る
主
要
組
織
と
個

別
に
水
面
下
で
の
情
報
収
集
も
実
施
し
た
。

2
0
1
6
年
４
月
に
は
日
独
金
属
労
組
定

期
協
議
の
機
会
を
捉
え
、
ベ
ル
ト
ホ
ル
ト
・

フ
ー
バ
ー
／
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
会
長
と

Ｊ
Ｃ
Ｍ
議
長
・
副
議
長
と
の
懇
談
の
場
を
設

定
し
、
新
加
盟
費
に
関
す
る
最
新
情
報
の

共
有
と
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、2
0
1
6
年
５
月
執
行
委

員
会
に
お
い
て
、
1
・
28
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
と

い
う
水
準
に
つ
い
て
確
認
し
、
世
界
大
会
に

お
い
て
も
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
が
各
種
会
議
で
強
く

主
張
し
て
き
た
、
①
登
録
人
員
の
公
正
さ

の
担
保
、
②
効
率
的
、
効
果
的
な
財
源
運

用
へ
の
努
力
、
③
執
行
委
員
会
に
お
け
る

財
政
状
況
、
個
別
活
動
予
算
・
運
動
の
前

進
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
④
為
替
変
動
に

関
す
る
激
変
緩
和
策
の
検
討
、
の
４
点
を

軸
に
、
引
き
続
き
意
見
表
明
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

新体制下での第 1回執行委員会の様子


